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新
春 
祭  
囃  
子 
た
ゝ
き
初
め
大
会

ま
つ
り 
ば
や 

し

　

い
よ
い
よ
二
十
一
世
紀
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。新
た
な
年
、

新
た
な
百
年
を
記
念
し
て
、
各
地
で
さ
ま
ざ
ま
な
催
し
が
開
催

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、一
月
二
十
一
日（
日
）市
民
文
化
会
館（
ハ
ー
モ
ニ
ー

ホ
ー
ル
座
間
）
に
お
い
て「
新
春
祭
囃
子
た
た
き
初
め
大
会
」を

開
催
し
ま
す
。こ
れ
は
、市
内
の
囃
子
連
が
新
春
を 
寿 
ぎ
、
伝
統

こ
と
ほ

文
化
を
後
世
に
継
承
す
る
た
め
、毎
年
開
催
し
て
い
る
も
の
で
す
。

　

ま
た
今
年
は
、
座
間
市
の
市
制
施
行
三
十
周
年
に
当
た
る
記

念
の
年
。
市
で
は
、
こ
の
市
制
施
行
三
十
周
年
記
念
事
業
の
一

環
と
し
て
、
来
る
四
月
十
三
日（
金
）市
民
体
育
館
（
ス
カ
イ
ア

リ
ー
ナ
座
間
）
に
お
い
て
「
平
成
十
三
年
春
巡
業
大
相
撲
座
間

場
所
」
を
開
催
し
ま
す
。

　

江
戸
の
昔
か
ら
息
づ
く
芸
能
、
囃
子
。
日
本
が
世
界
に
誇
る

国
技
、
相
撲
。
伝
統
文
化
を
直
接
ご
覧
い
た
だ
け
る
貴
重
な
機

会
で
す
。
ぜ
ひ
、
ご
家
族
お
そ
ろ
い
で
ご
来
場
く
だ
さ
い
。
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○
窓
口
販
売　

▽
と
き
＝
一
月
二
十

日（
土
）〜
、販
売
時
間：

午
前
十

時
〜
午
後
四
時
三
十
分
▽
と
こ
ろ

＝
市
民
体
育
館
、
市
民
文
化
会
館

担
当　
　
　
　
　
　
　

市
民
体
育
館
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○
と　

き　

一
月
二
十
一
日

（
日
）午
後
〇
時
三
十
分
〜

○
と
こ
ろ　

市
民
文
化
会
館
大

ホ
ー
ル

○
内　

容　

市
内
の
祭
囃
子
十

二
団
体
に
よ
る
囃
子
、
獅
子

舞
、
お
か
め
・
ひ
ょ
っ
と
こ
踊

り
ほ
か

○
入
場
料　

無
料

担
当　
　
　
　
　

生
涯
学
習
課
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激
突
す
る
力
と
技

躍
動
す
る
リ
ズ
ム

触
れ
て
み
ま
せ
ん
か『
日
本
の
伝
統
文
化
』

○
と　

き　

四
月
十
三
日（
金
）午
前

八
時
開
場
、
午
後
三
時
打
ち
出
し

（
終
了
）
予
定

○
と
こ
ろ　

市
民
体
育
館

※
興
行
当
日
、
市
民
体
育
館
駐
車
場

は
使
用
で
き
ま
せ
ん
。
公
共
の
交
通

機
関
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

◆
チ
ケ
ッ
ト
販
売
方
法
◆

○
電
話
予
約　

▽
と
き
＝
一
月
十
三

日（
土
）〜
十
六
日（
火
）の
午
前
十

時
〜
午
後
八
時
三
十
分

　

●
専
用
電
話
（
市
民
体
育
館
）

◆チケットの種類と料金◆
当日料金前売料金座　種

１４,０００円１２,０００円タマリ席

４４,０００円（４人分）
１１,０００円（１人分）

３８,０００円（４人分）
 ９,５００円（１人分）マスＳ席（１～６列）

３８,０００円（４人分）
 ９,５００円（１人分）

３４,４００円（４人分）
 ８,６００円（１人分）マスＡ席（７～１０列）

３２,０００円（４人分）
 ８,０００円（１人分）

２８,８００円（４人分）
 ７,２００円（１人分）マスＢ席（１１列～１３列）

 ７,０００円 ６,３００円特別イス席

 ４,５００円 ４,１００円イスＡ席

１.マス席（Ｓ・Ａ・Ｂ）には団体割引もあります。
２.座席指定はできません。
３.現金の取り扱いは午後４時３０分までです。
※相撲土産セットの予約も承ります。（Ａセット３，１５０円、Ｂセット５，２５０円）

平
成
十
三
年

春
巡
業
大
相
撲
座
間
場
所
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国
と
県
で
は
、
母
子
・
寡
婦
・

父
母
の
い
な
い
家
庭
な
ど
の
子
供

が
安
心
し
て
修
学
で
き
る
よ
う
、

無
利
子
で
修
学
資
金
・
就
学
支
度

　

特
定
家
庭
用
機
器
再
商
品
化
法

（
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
法
）
が
、
四

月
一
日
か
ら
施
行
さ
れ
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
各
家
庭
で
不
用
と

な
っ
た
家
電
製
品
（
特
定
家
庭
用

機
器
＝
テ
レ
ビ
、
冷
蔵
庫
、
洗
濯

機
、
エ
ア
コ
ン
の
四
品
目
）
は
、

小
売
店
や
市
町
村
に
よ
っ
て
回
収

さ
れ
破
砕
処
理
さ
れ
た
後
、
一
部

の
金
属
が
回
収
さ
れ
て
い
ま
し
た

が
、
ほ
と
ん
ど
は
処
分
場
に
直
接

埋
め
立
て
ら
れ
廃
棄
さ
れ
て
い
ま

し
た
。
そ
こ
で
、
こ
れ
ら
の
家
電

製
品
の
有
用
な
部
品
や
材
料
を
リ

サ
イ
ク
ル
し
て
廃
棄
物
を
減
ら
す

と
と
も
に
、
資
源
の
有
効
な
利
用

を
推
進
す
る
と
い
う
目
的
で
、
家

電
リ
サ
イ
ク
ル
法
が
定
め
ら
れ
ま

し
た
。

　

こ
の
法
律
で
は
、
家
電
メ
ー

カ
ー
に
は
リ
サ
イ
ク
ル
の
義
務

が
、
消
費
者
（
排
出
者
）
に
は
リ

サ
イ
ク
ル
料
金
と
収
集
・
運
搬
料

金
の
負
担
が
義
務
付
け
ら
れ
ま

す
。
リ
サ
イ
ク
ル
料
金
は
、
既
に

大
手
家
電
メ
ー
カ
ー
各
社
か
ら
下

表
の
と
お
り
発
表
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
収
集
・
運
搬
料
金
は
、
ど
の

程
度
に
な
る
か
ま
だ
公
表
さ
れ
て

い
ま
せ
ん
。

　

こ
れ
ら
の
家
電
四
品
目
が
不
用

に
な
っ
た
場
合
、
消
費
者
は
そ
の

　

昭
和
二
十
四
年
一
月
二
十
六

日
、
世
界
的
至
宝
で
千
三
百
年
の

歴
史
を
持
つ
日
本
最
古
の
壁
画

「
法
隆
寺
金
堂
の
壁
画
」
が
焼
失

○と　き　１月３０日（火）午後１時
３０分～３時（午後１時開場）
○ところ　市民文化会館（ハーモ
ニーホール座間）小ホール
○講演テーマ　２１世紀の子どもた
ちへ
○講　師　ルポライター　鎌田
 慧 さん
さとし

○対　象　どなたでも
○参加費　無料
○保　育　あり
○その他　手話・要約筆記付
○申込方法　１月２５日（木）までに
電話で担当へ
担当　生涯学習課�０４６（２５２）８４７２

�０４６（２５２）４３１１

　

市
で
は
、
こ
の
春
に
高
等
学
校

や
高
等
専
門
学
校
に
進
学
さ
れ
る

方
（
市
内
在
住
者
）
の
う
ち
、
経

済
的
な
理
由
に
よ
り
進
学
が
困
難

な
方
を
対
象
に
、
無
利
子
の
奨
学

　

市
内
で
事
業
を
営
ん
で
い
る
法

人
・
個
人
の
方
は
、
一
月
三
十
一

日（
水
）ま
で
に
償
却
資
産
申
告
書

を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

こ
の
申
告
書
に
基
づ
い
て
減
価

償
却
を
行
い
、
課
税
標
準
額
を
決

定
し
ま
す
。

　
「
償
却
資
産
」
と
は
、
土
地
お
よ

び
家
屋
以
外
の
事
業
の
用
に
供
す

る
資
産
（
機
械
、
備
品
な
ど
）
を

　

市
青
少
年
健
全
育
成
連
絡
協
議

会
で
は
、
市
内
各
地
域
の
商
店
や

一
般
家
庭
な
ど
に
協
力
を
い
た
だ

き
、
子
供
た
ち
の
緊
急
避
難
場
所

「
こ
ど
も
一
一
〇
番
の
家
」
の
活

動
を
市
内
全
域
で
進
め
て
い
ま

す
。

家
電
リ
サ
イ
ク
ル
法
が
施
行

資
金
な
ど
を
貸
し
付
け
し
て
い
ま

す
。

　

事
前
申
請
の
受
付
期
間
は
二
月

二
十
八
日（
水
）ま
で
で
す
。
こ
れ

以
降
で
も
常
時
受
け
付
け
ま
す
が

貸
し
付
け
は
遅
れ
ま
す
。

◎
修
学
資
金
＝
高
等
（
専
修
を
含

む
）
学
校
、
大
学
（
短
大
を
含
む
）、

専
門
学
校
へ
修
学
す
る
た
め
に
必

要
な
資
金

◎
就
学
支
度
資
金
＝
小
・
中
・
高

等（
専
修
を
含
む
）学
校
、大
学（
短

大
を
含
む
）、専
門
学
校
な
ど
の
入

学
に
必
要
な
資
金

　

こ
の
ほ
か
に
も
就
職
支
度
資

金
・
修
業
資
金
を
は
じ
め
用
途
に

応
じ
て
無
利
子
ま
た
は
年
利
三

パ
ー
セ
ン
ト
の
貸
付
制
度
が
あ
り

ま
す
。
ご
希
望
の
方
は
担
当
へ
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

担
当　
　
　
　
　
　
　
　

児
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い
。

担
当　
　
　

教
育
委
員
会
総
務
課

金
制
度
を
設
け
て
い
ま
す
。
貸
付

額
は
公
立
十
万
円
、
私
立
二
十
万

円
以
内
で
す
。

　

詳
し
く
は
、
各
中
学
校
ま
た
は

担
当
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
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い
い
ま
す
。

※
期
限
間
近
に
な
る
と
受
け
付
け

窓
口
が
混
雑
し
ま
す
の
で
、
早
め

の
申
告
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
新
た
に
事
業
を
始
め
た
方
は
、

担
当
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

担
当　
　
　
　
　
　
　

資
産
税
課
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償
却
資
産
の
申
告
は

１
月

日
ま
で
に

３１

家
電
製
品
を
購
入
し
た
小
売
店
、

ま
た
は
同
じ
種
類
の
製
品
を
買
お

う
と
し
て
い
る
小
売
店
に
連
絡

し
、
所
定
の
料
金
を
支
払
い
引
き

取
っ
て
も
ら
う
こ
と
に
な
り
ま

す
。

　

市
で
は
、
今
ま
で
粗
大
ご
み
と

し
て
一
個
当
た
り
五
百
円
で
回
収

し
て
き
ま
し
た
が
、
四
月
か
ら
は

粗
大
ご
み
と
し
て
、
こ
の
家
電
四

品
目
は
取
り
扱
え
な
く
な
り
ま
す

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
小
売
店
で
取
り
扱
わ
な

い
家
電
四
品
目
は
、
座
間
市
リ
サ

イ
ク
ル
協
同
組
合
が
収
集
・
運
搬

す
る
予
定
で
す
。

担
当　
　
　
　
　
　

資
源
対
策
課
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大手家電メーカーが
公表したリサイクル料金

料　金品　名

２，７００円テレビ

４，６００円冷蔵庫

２，４００円洗濯機

３，５００円エアコン

し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
二
度
と
火
災
な
ど
で

貴
重
な
文
化
財
を
失
う
こ
と
の
な

い
よ
う
、
一
月
二
十
六
日
を
「
文

化
財
防
火
デ
ー
」と
定
め
、毎
年
こ

の
日
を
中
心
に
全
国
的
な
文
化
財

防
火
運
動
が
展
開
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

市
内
に
も
国
や
市
指
定
重
要
文

化
財
を
は
じ
め
、
後
世
に
残
す
べ

き
文
化
遺
産
が
数
多
く
あ
り
、
そ

の
多
く
は
木
や
紙
、
布
な
ど
燃
え

や
す
い
素
材
で
造
ら
れ
て
い
ま

す
。
空
気
が
乾
燥
し
火
災
が
起
こ

り
や
す
い
こ
の
季
節
、
所
有
者
や

管
理
者
は
も
ち
ろ
ん
、
周
辺
の
住

民
の
方
も
火
の
取
り
扱
い
に
は
十

分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

担
当　
　
　

市
消
防
本
部
予
防
課
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３
４

　
　
　
　
　
　
　
　

生
涯
学
習
課
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貴
重
な
文
化
財
を
守
ろ
う
！

１
月　

日
は
文
化
財
防
火
デ
ー

２６

地
域
ぐ
る
み
で

子
供
た
ち
を
守
ろ
う

こども

１１０番
の家

「
こ
ど
も
一
一
〇
番
の
家
」に
は
、

上
図
の
よ
う
な
赤
い
色
の
ス
テ
ッ

カ
ー
を
掲
示
し
て
い
ま
す
。
保
護

者
の
方
は
、
子
供
た
ち
が
不
審
人

物
に
よ
る
痴
漢
行
為
・
嫌
が
ら
せ

な
ど
の
被
害
に
遭
わ
な
い
た
め

に
、
困
っ
た
と
き
に
は
す
ぐ
に
逃

げ
込
み
助
け
を
求
め
る
よ
う
、
ご

家
庭
で
よ
く
お
話
し
く
だ
さ
い
。

担
当　
　
　
　
　
　
　

青
少
年
課
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○
と　

き　

三
月
四
日（
日
）午
前

七
時
二
十
分
（
受
け
付
け
）・
午

前
八
時
三
十
分
（
ス
タ
ー
ト
）

〈
雨
天
決
行
〉

○
集
合
場
所　

市
役
所
ふ
れ
あ
い

広
場

○
部　

門　

▽
第
一
・
第
二
部
＝

市
内
中
学
校
在
校
生
男
子
・
女

子
チ
ー
ム
（
各
中
学
校
単
位
編

成
で
複
数
参
加
可
）
▽
第
三
部

＝
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
者

チ
ー
ム
▽
第
四
部
＝
市
外
チ
ー

ム
（
第
三
・
第
四
部
の
チ
ー
ム

は
高
校
生
以
上
で
編
成
）

ろ
う
そ
く
、
香
典
帳
、
そ
の
他
）

＝
四
万
六
千
円
程
度

○
申
込
方
法　

担
当
へ
直
接
申
し

込
み

　

な
お
、
市
で
は
祭
壇
の
貸
し
出

し
と
付
属
品
の
販
売
の
み
行
っ
て

い
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
次
の
こ

と
は
遺
族
の
方
が
寺
院
、
葬
祭
業

者
な
ど
へ
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

▼ 
僧
り
ょ
の
依
頼
▼
会
葬
者
へ

の
お
礼
の
品
と
礼
状
▼
霊
き
ゅ
う

車
、
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
▼
司
会
▼
祭

　

市
で
は
、
市
民
の
方
が
不
幸
に

し
て
亡
く
な
ら
れ
た
ご
家
庭
に
、

安
い
価
格
で
お
葬
式
が
挙
げ
ら
れ

る
よ
う
、
祭
壇
の
貸
し
出
し
（
飾

り
付
け
）
と
葬
祭
具
付
属
品
の
販

売
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

祭
壇
使
用
料
や
葬
祭
具
付
属
品

の
費
用
な
ど
に
つ
い
て
は
次
の
と

お
り
で
す
。

○
費　

用　

①
祭
壇
＝
下
表
の
と

お
り
②
葬
祭
具
付
属
品
（
ひ
つ

ぎ
、
位
は
い
、
骨
つ
ぼ
、
線
香
、

壇
用
写
真
▼
そ
の
他
（
花
、
果
物
、

盛
り
菓
子
、ド
ラ
イ
ア
イ
ス
な
ど
）

　

詳
し
く
は
、
担
当
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

担
当　
　
　
　
　
　

社
会
福
祉
課

�
０
４
６（
２
５
２
）７
１
２
２

貸
出
事
業
の
ご
案
内

葬
祭
具

●祭壇使用料●

※亡くなられた方が、次の場合は祭壇使用料が
免除になります。
①７７歳以上の方②原子爆弾被爆者
③身体障害（児）者④知的障害（児）者
⑤母子家庭の母子⑥被保護世帯の方

使用料（消費税込み）祭　　　壇

２１，８４０円１号（５段飾り）

２７，３００円２号（５段飾り）

３２，５５０円３号（４段飾り団地サイズ）

１８，２７０円４号（５段飾り）

第

回
３５

市
駅
伝
競
走
大
会

○
距　

離　

▽
第
一
・
第
二
部
＝

三
区
間
八
千
九
百
七
十
メ
ー
ト

ル
▽
第
三
・
第
四
部
＝
六
区
間

二
万
四
千
七
百
四
十
メ
ー
ト
ル

○
申
込
方
法　

所
定
の
申
込
用
紙

に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
二

月
十
四
日（
水
）午
後
五
時
必
着

で
担
当
へ
（
郵
送
「
〒
２
２
８

－

８
５
６
６
市
教
育
委
員
会

ス
ポ
ー
ツ
課
」
ま
た
は
フ
ァ
ク

ス
可
）

担
当　
　
　
　
　
　

ス
ポ
ー
ツ
課

�
０
４
６（
２
５
２
）８
１
７
７

�
０
４
６（
２
５
２
）４
３
１
１

４月か
ら

高
校
進
学
者
を
対
象
に

奨
学
金
を
貸
し
付
け

母
子
・
寡
婦
家
庭
等
対
象
に

修
学
資
金
な
ど
貸
し
付
け
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上手に使って
環境保全を

○
住
み
な
れ
た
町
に
グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ム
を

▽
と
き
＝
二
月
十
八
日（
日
）午
後

二
時
〜
▽
と
こ
ろ
＝
市
文
化
福
祉

会
館
大
ホ
ー
ル
▽
内
容
＝
講
演
会

「
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
展
望
」▽
講

師
＝
聖
マ
リ
ア
ン
ナ
医
科
大
学
名

誉
教
授
長
谷
川
和
夫
さ
ん
▽
参
加

費
＝
無
料
▽
問
い
合
わ
せ
先
＝
相

武
台
メ
デ
ィ
カ
ル
ク
リ
ニ
ッ
ク
�

０
４
６（
２
５
５
）３
０
０
３

○
栄
養
表
示
講
習
会

▽
と
き
＝
二
月
九
日（
金
）午
前
十

時
〜
午
後
一
時
三
十
分
▽
と
こ
ろ

＝
市
民
健
康
セ
ン
タ
ー
▽
内
容
＝

ひ
な
ま
つ
り
料
理
を
作
る
▽
定
員

＝
先
着
三
十
人
▽
費
用
＝
六
百
円

（
材
料
代
）▽
申
込
方
法
＝
電
話
で

食
生
活
改
善
推
進
団
体
ひ
ま
わ
り

会
�
０
４
２（
７
４
６
）４
９
８
６

（
関
口
）へ

○
介
護
保
険
だ
け
で
大
丈
夫
？

▽
と
き
＝
二
月
三
日（
土
）午
後
二

時
〜
四
時
▽
と
こ
ろ
＝
市
民
文
化

会
館
和
室
▽
内
容
＝
ワ
ー
カ
ー
ズ

コ
レ
ク
テ
ィ
ブ
の
働
き
方
、参
加

型
福
祉
と
そ
の
実
践
例
▽
対
象
＝

ど
な
た
で
も
▽
申
込
方
法
＝
当
日

直
接
会
場
へ
▽
問
い
合
わ
せ
先
＝

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
座
間
た
す
け
あ
い

ワ
ー
カ
ー
ズ「
風
」事
務
局
�
０
４

６（
２
５
４
）５
７
８
１

○
社
交
ダ
ン
ス
無
料
体
験
講
習
会

▽
と
き
＝
一
月
十
九
日（
金
）午
前

九
時
三
十
分
〜
▽
と
こ
ろ
＝
新
田

宿
・
四
ツ
谷
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
▽
内
容
＝
基
礎
か
ら
学
び
な

が
ら
仲
間
を
作
る
▽
対
象
＝
ど
な

た
で
も（
初
心
者
・
年
配
者
歓
迎
）

▽
申
込
方
法
＝
電
話
で
仲
間
作
り

の
会
ひ
な
ぎ
く
�
０
９
０（
１
７

６
１
）９
１
０
０（
川
口
）へ

○
男
の
料
理
教
室

▽
と
き
＝
二
月
三
日（
土
）午
前
十

○
座
間
市
和
太
鼓
保
存
会
鳳
天
太
鼓

▽
と
き
＝
毎
週
水
曜
日
午
後
七
時

三
十
分
〜
九
時
三
十
分
▽
と
こ
ろ

＝
ひ
ば
り
が
丘
小
学
校
ふ
れ
あ
い

教
室
▽
内
容
＝
主
に
曲
の
演
奏
▽

会
費
＝
月
額
大
人
千
円
、子
供
五

百
円
▽
連
絡
先
＝
�
０
４
６（
２

５
１
）４
５
０
４（
五
嶋
）

○
Ｂ
Ｒ
Ｄ
プ
ロ
ム
ナ
ー
ズ

▽
と
き
＝
毎
週
火
曜
日
午
後
七
時

〜
九
時
四
十
五
分
▽
と
こ
ろ
＝
市

公
民
館
▽
内
容
＝
リ
ー
ド
、フ
ォ

ロ
ー
に
重
点
を
置
い
た
社
交
ダ
ン

ス
の
練
習
▽
対
象
＝
多
少
の
経
験

者
▽
会
費
＝
月
額
三
千
円（
入
会

金
二
千
円
）▽
連
絡
先
＝
�
０
４

６（
２
５
４
）４
５
０
５（
加
藤
）

○
猫
の
事
務
所

▽
と
き
＝
毎
週
土
曜
日
午
後
一
時

〜
五
時
▽
と
こ
ろ
＝
厚
木
中
央
公

園
▽
内
容
＝
猫
、犬
の
里
親
会
▽

会
費
＝
無
料
▽
連
絡
先（
要
事
前

連
絡
）＝
�
０
９
０（
６
３
０
４
）

７
９
４
８（
樋
口
）

○
〝
座
青
〞
書
道
の
会

▽
と
き
＝
毎
月
第
一
・
第
三
木
曜

み
ん
な
の�

広
場�

時
〜
午
後
二
時
▽
と
こ
ろ
＝
相
武

台
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
実
習

室
▽
内
容
＝
ご
飯
、味
噌
汁
、肉

じ
ゃ
が
、魚
料
理
を
作
る
▽
対
象

＝
成
人
男
性
▽
定
員
＝
十
五
人
▽

参
加
費
＝
千
円
程
度
▽
持
ち
物
＝

エ
プ
ロ
ン
▽
申
込
方
法
＝
一
月
二

十
五
日（
木
）ま
で
に
直
接
ま
た
は

電
話
で
同
セ
ン
タ
ー
�
０
４
６

（
２
５
８
）３
０
０
１
へ

○
手
話
講
座
入
門

▽
と
き
＝
二
月
九
日（
金
）午
前
十

時
〜
正
午
▽
と
こ
ろ
＝
相
武
台
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
大
集
会
室

▽
参
加
費
＝
無
料
▽
持
ち
物
＝
筆

記
用
具
▽
申
込
方
法
＝
直
接
ま
た

は
電
話
で
同
セ
ン
タ
ー
�
０
４
６

（
２
５
８
）３
０
０
１
へ

○
パ
ソ
コ
ン
研
修
会

▽
と
き
＝
一
月
二
十
三
日（
水
）〜

二
十
五
日（
金
）①
午
前
十
時
〜
正

午
②
午
後
一
時
〜
三
時
③
午
後
三

時
三
十
分
〜
五
時
三
十
分
④
午
後

六
時
三
十
分
〜
八
時
三
十
分
▽
と

こ
ろ
＝
市
民
文
化
会
館
▽
内
容
＝

会
計
ソ
フ
ト（
弥
生
会
計
）を
使
っ

た
経
理
処
理
▽
定
員
＝
各
時
間
と

も
先
着
二
十
人
▽
費
用
＝
商
工
会

会
員
五
千
円
、一
般
八
千
円
▽
申

込
方
法
＝
電
話
で
市
商
工
会
�
０

４
６（
２
５
１
）１
０
４
０
へ

○
教
育
講
演
会

▽
と
き
＝
一
月
二
十
六
日（
金
）午

前
九
時
三
十
分
〜
十
一
時
三
十
分

▽
と
こ
ろ
＝
市
民
文
化
会
館
小

ホ
ー
ル
▽
演
題
＝
小
さ
な
瞳
に
映

る
も
の
▽
講
師
＝
作
家
戸
井
十
月

さ
ん
▽
問
い
合
わ
せ
先
＝
市
Ｐ
Ｔ

Ａ
連
絡
協
議
会
事
務
局
�
０
４
６

（
２
５
３
）２
２
５
５（
旭
小
学
校
）

○
源
泉
徴
収
票
・
法
定
調
書
の
早

期
提
出
の
お
願
い

　

平
成
十
二
年
分
法
定
調
書
の
提

出
期
限
は
一
月
三
十
一
日（
水
）で

す
。提
出
期
限
間
際
は
窓
口
が
大

変
混
雑
し
ま
す
の
で
、早
期
提
出

に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

　

法
定
調
書
は
所
定
の
手
続
き
を

し
た
上
で
、磁
気
テ
ー
プ
に
よ
る

提
出
も
で
き
ま
す
。ま
た
、四
月
一

日
以
降
に
提
出
す
る
一
定
の
法
定

調
書
は
、フ
ロ
ッ
ピ
ー
デ
ィ
ス
ク

お
よ
び
光
磁
気
デ
ィ
ス
ク
に
よ
る

提
出
も
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

　

詳
し
く
は
、大
和
税
務
署
個
人

課
税
第
一
部
門（
資
料
情
報
担
当
）

�
０
４
６（
２
６
２
）９
２
４
５
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

○
高
座
施
設
組
合
屋
内
温
水
プ
ー

ル
臨
時
休
館
の
お
知
ら
せ

　

高
座
施
設
組
合
屋
内
温
水
プ
ー

ル
で
は
、施
設
点
検
整
備
の
た
め

二
月
五
日（
月
）か
ら
十
三
日（
火
）

ま
で
臨
時
休
館
し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、同
プ
ー
ル
�
０
４

６（
２
３
８
）８
７
８
０
へ
。

サ
ー
ク
ル
会
員�

募
集�

日
午
後
七
時
〜
九
時
▽
と
こ
ろ
＝

市
立
青
少
年
セ
ン
タ
ー
▽
内
容
＝

楷
・
行
・
草
書
、仮
名
文
字
の
練
習

▽
対
象
＝
ど
な
た
で
も（
初
心
者

歓
迎
）▽
会
費
＝
月
額
二
千
円
▽

連
絡
先
＝
�
０
４
６（
２
５
３
）９

４
６
６（
田
山
）

○
き
も
の
着
付
け
サ
ー
ク
ル
装
い

の
会

▽
と
き
＝
毎
月
第
一
・
第
三
火
曜

日
午
前
十
時
〜
正
午
▽
と
こ
ろ
＝

北
地
区
文
化
セ
ン
タ
ー
▽
内
容
＝

き
も
の
の
着
装
と
マ
ナ
ー
を
学
ぶ

▽
対
象
＝
ど
な
た
で
も
▽
会
費
＝

月
額
二
千
円
▽
連
絡
先
＝
�
０
４

２（
７
４
２
）１
６
３
５（
竹
村
）

○
吟
舞
道
玄
秀
会

▽
と
き
＝
①
詩
吟
＝
毎
週
土
曜
日

午
後
二
時
〜
四
時
三
十
分
②
剣

舞
・
詩
舞
＝
毎
週
火
曜
日
午
後
三

時
〜
五
時
三
十
分
・
午
後
七
時
〜

九
時
三
十
分
▽
と
こ
ろ
＝
①
相
武

台
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
・
相

武
台
老
人
憩
い
の
家
②
小
松
原
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
▽
会
費
＝

月
額
千
円
▽
連
絡
先
＝
�
０
４
６

（
２
５
３
）６
１
８
２（
宮
原
）

○
親
子
体
操
サ
ー
ク
ル
ほ
っ
ぴ
ん

ぐ
・
き
っ
ず

▽
と
き
＝
毎
週
水
曜
日
午
後
三
時

〜
四
時
▽
と
こ
ろ
＝
市
立
青
少
年

セ
ン
タ
ー
▽
内
容
＝
ボ
ー
ル
、布
、

縄
な
ど
を
使
っ
た
リ
ズ
ム
体
操
で

身
体
を
動
か
し
な
が
ら
、親
子
で

友
達
と
楽
し
く
遊
ぶ
▽
対
象
＝
三

歳
〜
六
歳
児
と
保
護
者
▽
会
費
＝

月
額
二
千
円（
入
会
金
千
円
・
一
回

五
百
円
で
体
験
で
き
ま
す
）▽
連

絡
先
＝
�
０
４
６（
２
５
４
）０
８

３
５（
宮
崎
）

○
刺
繍
サ
ー
ク
ル
す
ず
ら
ん

▽
と
き
＝
毎
月
第
一
・
第
三
木
曜

日
午
後
一
時
〜
三
時
▽
と
こ
ろ
＝

入
谷
小
学
校
オ
ー
プ
ン
ル
ー
ム
▽

内
容
＝
フ
ラ
ン
ス
刺
繍
▽
対
象
＝

フ
ラ
ン
ス
刺
繍
に
興
味
の
あ
る
方

▽
会
費
＝
月
額
千
五
百
円
▽
連
絡

先
＝
�
０
４
６（
２
５
１
）４
５
３

１（
和
田
）

　

市
民
文
化
会
館
で
は
、
市
制
施

行
三
十
周
年
を
記
念
し
て
、
市
民

合
唱
団
と
読
売
日
本
交
響
楽
団
に

よ
る
ベ
ー
ト
ー
ベ
ン
の
「
第
九
」

演
奏
会
を
十
二
月
二
十
三
日（
日
）

に
開
催
し
ま
す
。つ
き
ま
し
て
は
、

読
売
日
響
と「
第
九
」を
歌
う
（
原

語
）
演
奏
会
の
合
唱
団
員
を
募
集

し
ま
す
。

　

わ
た
し
た
ち
の
身
近
な
川
で
見

掛
け
る
「
泡
立
ち
」
は
、
家
庭
な

ど
か
ら
排
出
さ
れ
た
洗
剤
が
主
な

原
因
で
す
。

　

水
環
境
を
改
善
す
る
た
め
に
日

常
生
活
を
見
直
し
ま
し
ょ
う
。
洗

○
と　

き　

①
一
月
二
十
三
日

（
火
）②
二
十
四
日（
水
）③
二
十

五
日（
木
）い
ず
れ
も
午
前
十
時

〜
午
後
四
時
（
年
金
相
談
も
併

設
）

○
と
こ
ろ　

①
相
模
が
丘
コ
ミ
ュ

　大和税務署では、確定申告の相談を下表のとおり行います。利用される方は、関係書類、筆記用具、電卓およ
び認め印をご持参ください。また、すでに申告書類を受領されている方はその確定申告書をご持参ください。
　なお、還付になる場合は、ご自身名義の銀行口座番号の控えをお持ちください。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　担当　市民税課　�０４６（２５２）８００７・�０４６（２５５）３５５０

申告の相談・説明会を開催 「
第
九
演
奏
会
」
合
唱
団
員
募
集

ま
で
原
則
月
三
回
程
度
、
平
日

の
午
後
七
時
か
ら
九
時

○
練
習
場
所　

市
民
文
化
会
館

○
参
加
費　

三
千
円（
返
金
不
可
。

楽
譜
代
な
ど
教
材
費
は
別
途
）

○
申
込
方
法　

二
月
一
日（
木
）〜

二
十
八
日（
水
）（
必
着
）
に
、
往

復
は
が
き
の
往
信
裏
面
に
①
住

所
②
氏
名
（
ふ
り
が
な
）
③
年

齢
④
性
別
⑤
電
話
番
号
⑥
第
九

演
奏
会
参
加
経
験
の
有
無
⑦

パ
ー
ト
Ｓ
・
Ａ
・
Ｔ
・
Ｂ
（
分

か
る
方
の
み
）
⑧
団
体
所
属
の

方
は
団
体
名
を
明
記
し
（
返
信

表
面
に
も
住
所
・
氏
名
を
記

入
）、
〒
２
２
８
‐
０
０
２
１

○
出
演
者　

指
揮
＝
佐
渡
裕
さ

ん
、
ソ
リ
ス
ト
＝
佐
藤
し
の
ぶ

さ
ん
ほ
か

○
募
集
人
員　

約
三
百
人
（
う
ち

男
性
百
人
）

○
応
募
資
格　

練
習
日
の
三
分
の

二
以
上
に
出
席
で
き
る
市
内
在

住
・
在
勤
・
在
団
体
者

○
練
習
日
時　

三
月
か
ら
公
演
日

緑
ヶ
丘
一－

一－

二
ハ
ー
モ

ニ
ー
ホ
ー
ル
座
間
「
第
九
演
奏

会
」
係
ま
で
郵
送

担
当　
　
　
　
　

市
民
文
化
会
館

�
０
４
６（
２
５
５
）１
１
０
０

�
０
４
６（
２
５
２
）８
７
８
７

必　要　書　類　な　ど対　　象　　者と　　こ　　ろと　　　　　き

①公的年金等の源泉徴収票および給与
所得者の源泉徴収票（平成１２年分）②社
会保険料の年間支払い集計額③各種控
除証明書④医療費のある方は、その領収
書と医療費の補てん金額が分かるもの
⑤還付になる方は、本人の銀行口座番号
控え⑥申告書が届いている方は、その確
定申告書

公的年金収入のみの
方および公的年金収
入と給与収入の方
※事業所得や不動産
所得のある方は、住
宅借入金等特別控除
を利用する方利用で
きません。

市役所５階第１
会議室
※会場が混雑し
た場合、受け付
けできないこと
があります。
※駐車場が狭い
ため、車でのご
来場はご遠慮く
ださい。

①２月９日（金）
②２月１３日（火）
いずれも午前９時～正
午（受付１１時まで）・午
後１時～４時（受付３
時３０分まで）

年金受給者や給
与収入者の申告
相談・作成相談
（所得税）

①源泉徴収票平成１２年分②医療費控除
＝医療費の領収書、高額医療費・分べん
費などで医療費の補てん金額の分かる
もの③住宅借入金等特別控除＝登記簿
の謄本または抄本（土地および建物）、
請負・売買契約書の写し、住民票、住宅
取得資金に係る借入金の年末残高証明
書、増改築等工事証明書等（増改築の場
合）④申告する方の銀行口座番号控え

医療費控除、住宅借
入金等特別控除を申
告する方

①２月７日（水）
②２月８日（木）
いずれも午前９時～正
午（受付１１時まで）・午
後１時～４時（受付３
時３０分まで）

還付申告相談
（所得税）

■申告相談日程表■　【問い合わせ先】大和税務署個人課税第一部門�０４６（２６２）９２４０

石けんを

濯
の
と
き
は
、
合
成
洗
剤
よ
り
も

石
け
ん
な
ど
の
分
解
性
の
高
い
も

の
を
適
量
使
用
し
ま
し
ょ
う
。

担
当　
　
　
　
　
　

環
境
保
全
課

�
０
４
６（
２
５
２
）８
２
１
４

�
０
４
６（
２
５
７
）７
７
４
３

国
民
年
金
保
険
料
の

出
張
徴
収
と
年
金
相
談

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
②
東
原
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
③
立
野

台
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

担
当　
　
　
　
　
　

国
保
年
金
課

�
０
４
６（
２
５
２
）７
０
３
５

�
０
４
６（
２
５
２
）７
０
４
３
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ZAMA　HOT  LINE HOT

商業の振興
　商業の再整備　　　　　　　　 　　　１，５３３万円
　　相武台地区商店街整備事業費
　商業経営内容の改善　　　　　　　　 １，９４５万円
工業の振興
　中小企業の育成　　　　　　　　 １億５，０６５万円
勤労者福祉の向上
　生活安定対策の推進　　　　　 　１億４，６０６万円

コミュニティ活動の推進
　地域集会所等の整備　　　　　　　　 ２，１５５万円
　コミュニティ施設管理運営の支援　　 ８，１０３万円
市民参加の推進
　広報の充実　　　　　　　　　　　　 ３，０９３万円

行政機能の充実
　行政の機動的な組織体制　　　　　　 ４，４０７万円
　　人事管理経費など
　行政の合理的な執行体制　　　　　 ６億４３１万円
　　市庁舎維持管理事業費、電子計算業務費など
　市民参加の推進　　　　　　　　　　 ４，０８５万円
　　選挙経費や議会経費など
健全な財政運営
　自主財源の確保　　　　　　　　　　 ５，３７６万円
　　市税徴収経費など
　弾力的な財政運営　　　　　　　１２億５，７０５万円

財政調整基金積立金、職員退職手当基金積立金、
公共用地取得基金積立金、文書郵配送経費など

歳入総額は５３４億円

歳

入

歳

出

《
歳
入
総
額
》

六
十
八
億
三
千
六
百
八
十
二
万
円

《
歳
出
総
額
》

六
十
六
億
一
千
四
百
三
十
三
万
円

　

歳
入
の
主
な
も
の
は
、
国
民
健

康
保
険
税
二
十
六
億
九
千
七
百
三

十
六
万
円
、
国
庫
支
出
金
十
九
億

九
千
百
四
万
円
、
一
般
会
計
か
ら

の
繰
入
金
八
億
九
千
七
百
四
十
一

万
円
な
ど
で
、前
年
度
に
比
べ
九
・

六
パ
ー
セ
ン
ト
の
増
と
な
っ
て
い

ま
す
。
こ
の
う
ち
国
民
健
康
保
険

税
は
、
歳
入
総
額
の
三
九
・
五
パ

ー
セ
ン
ト
を
占
め
て
い
ま
す
。

　

一
方
歳
出
の
主
な
も
の
は
、
医

療
費
な
ど
の
保
険
給
付
費
四
十
五

億
八
千
四
百
九
十
九
万
円
、
老
人

保
健
拠
出
金
十
七
億
八
千
五
百
三

十
五
万
円
な
ど
で
、
前
年
度
に
比

べ
六
・
二
パ
ー
セ
ン
ト
の
増
と
な

っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
歳
出
総
額

を
被
保
険
者
一
人
当
た
り
で
見
る

●
国
民
健
康
保
険

と
十
八
万
三
千
八
百
六
十
四
円
と

な
っ
て
い
ま
す
。（
左
上
グ
ラ
フ
参

照
）

担
当　
　
　
　
　
　

国
保
年
金
課

�
０
４
６（
２
５
２
）７
０
０
３

《
歳
入
総
額
》

五
十
六
億
八
千
六
百
八
十
一
万
円

《
歳
出
総
額
》

五
十
六
億
七
千
百
十
万
円

　

歳
入
の
主
な
も
の
は
、
支
払
基

金
交
付
金
三
十
七
億
八
千
八
百
八

十
三
万
円
、
国
・
県
支
出
金
十
五

億
三
千
九
百
八
十
一
万
円
、
一
般

会
計
か
ら
の
繰
入
金
三
億
五
千
七

百
四
十
八
万
円
な
ど
で
、
前
年
度

に
比
べ
八
・
四
パ
ー
セ
ン
ト
の
増

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

一
方
歳
出
は
、
五
十
五
億
三
千

七
百
七
十
二
万
円
が
医
療
費
に
充

て
ら
れ
て
お
り
、
歳
出
総
額
の
九

七
・
六
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
て
い

ま
す
。
ま
た
、
医
療
受
給
者
の
年

●
老
人
保
健

間
月
平
均
者
数
は
七
千
五
百
一
人

で
、
前
年
度
に
比
べ
四
百
二
十
三

人
（
六
・
〇
パ
ー
セ
ン
ト
）
増
で
、

歳
出
総
額
を
被
保
険
者
（
医
療
受

給
者
年
間
月
平
均
者
数
）
一
人
当

た
り
で
見
る
と
七
十
五
万
六
千
四

十
六
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。（
左
中

グ
ラ
フ
参
照
）

担
当　
　
　
　
　
　

市
民
健
康
課

�
０
４
６（
２
５
２
）７
２
１
３

《
歳
入
総
額
》

五
十
五
億
一
千
六
百
四
十
三
万
円

《
歳
出
総
額
》

四
十
七
億
八
千
七
百
二
十
七
万
円

　

公
共
下
水
道
は
、
都
市
整
備
基

盤
施
設
と
し
て
昭
和
四
十
七
年
度

に
計
画
決
定
さ
れ
て
以
来
、
事
業

認
可
の
拡
大
を
図
り
つ
つ
整
備
を

進
め
、
平
成
十
一
年
度
の
整
備
面

積
六
十
七
・
三
三
ヘ
ク
タ
ー
ル
を

加
え
た
整
備
済
面
積
は
九
百
八
十

八
・
九
一
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
、
事
業

認
可
区
域
（
千
二
百
五
十
二
・
六

四
ヘ
ク
タ
ー
ル
）
お
よ
び
都
市
計

●
公
共
下
水
道

画
決
定
面
積
（
千
二
百
五
十
三
ヘ

ク
タ
ー
ル
）に
対
す
る
整
備
率
は
、

七
八
・
九
パ
ー
セ
ン
ト
と
な
り
ま

し
た
。

　

歳
入
の
主
な
も
の
は
、
一
般
会

計
か
ら
の
繰
入
金
十
五
億
八
千
万

円
、
国
・
県
支
出
金
六
億
六
千
百

九
十
万
円
、
市
債
の
十
二
億
二
千

四
百
五
十
万
円
な
ど
と
な
っ
て
お

り
、
前
年
度
に
比
べ
二
・
一
パ
ー

セ
ン
ト
の
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

一
方
歳
出
は
、
下
水
道
建
設
費

が
二
十
三
億
三
千
百
七
十
七
万

円
、
相
模
川
流
域
下
水
道
事
業
の

負
担
金
四
億
五
千
四
百
万
円
、
市

債
の
償
還
金
十
七
億
六
千
百
四
十

万
円
が
主
な
支
出
内
容
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

今
後
も
、
整
備
面
積
の
拡
大
を

図
る
た
め
に
自
主
財
源
の
確
保
は

も
と
よ
り
計
画
的
整
備
、
効
率
的

投
資
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。（
左

下
グ
ラ
フ
参
照
）

担
当　
　
　
　
　

下
水
道
管
理
課

�
０
４
６（
２
５
２
）８
５
４
１

市の主な財産

保険給付費�
４５億８，４９９万円�
（６９．３％）�

老人保健拠出金�
１７億８，５３５万円�
　　（２７．０％）�

総務費�
１億５，９８５万円�
（２．４％）　　�

その他�
８，４１４万円（１．３％）�

国民健康保険税�
２６億９，７３６万円�
（３９．５％）�

国庫支出金�
１９億９，１０４万円�
（２９．１％）�

療養給付費交付金�
１１億３，３７２万円�
（１６．６％）�

繰入金�
８億９，７４１万円�
　　　　（１３．１％）�

その他�
１億１，７２９万円�
　　　（１．７％）�

歳　入�
６８億３，６８２万円�

歳　出�
６６億１，４３３万円�

������

　　支払基金交付金�
３７億８，８８３万円�
（６６．６％）�

国庫支出金�
１２億３，０３０万円�
　　　（２１．６％）�

繰入金�
３億５，７４８万円�
（６．３％）�

その他�
　３億１，０２０万円�
　　（５．５％）　�

医療諸費�
５５億５，８３１万円�
（９８．０％）�

諸支出金１億１，２７９万円（２．０％）�

歳　出�
５６億７，１１０万円�

歳　入�
５６億８，６８１万円�

� � � �

建設費�
２４億７，７８８万円�
（５１．８％）�

公債費�
１７億６，１４０万円�

（３６．８％）�

総務費�
５億４，７９９万円�
（１１．４％）�

国庫支出金�
６億５，４１０万円�
（１１．９％）� 繰入金�

１５億８，０００万円�
（２８．６％）�繰越金�

８億２，０８２万円�
（１４．９％）�

　　市債�
１２億２，４５０万円�
　（２２．２％）�

その他�
２億９０５万円（３．８％）�

使用料及び手数料�
１０億２，７９６万円�
（１８．６％）�

歳　入�
５５億１，６４３万円�

歳　出�
４７億８，７２７万円�

�����

平成１１年度決算の状況

市民健康づくりの推進
　健康センター管理運営経費　　　　　 ２，０８９万円
保健衛生の充実
　健診体制の充実　　　　　　　　　　 ５，０２０万円
　伝染病対策の強化　　　　　　　 １億３，２３２万円
　健診体制の整備　　　　　　　　 １億６，１５３万円
　広域大和斎場組合関係経費　　　 １億２，９４７万円
医療の充実
　救急体制の整備　　　　　　　　 １億１，１０４万円
　医療保険制度の改善　　　　　　 ８億４，２２３万円
老人保健特別会計繰出金、障害者医療支給事業
費、高齢者医療事業費など

地域福祉の充実
　総合福祉センターの整備　　   　１３億７，８２１万円
　保健・医療・福祉サービスのネットワーク

５，７１６万円
介護支援センター運営事業費、地域福祉ふれあ
い基金積立金など

　社会福祉協議会の強化　　　　　 １億１，６５０万円
高齢者福祉の充実
　多様な施設サービスの提供　　　　 ８億５１０万円
老人ホーム入所措置事業費、デイケアサービス
運営事業費など

　高齢者福祉施設の整備　　　　　 １億１，８４４万円
　高齢者等介護、看護等の充実　　　　１億２５５万円
　高齢者等への多様な在宅サービスの提供

５，５２３万円
給食サービス、寝たきり老人等入浴サービス運
営事業など

　高齢者の就労の確保　　　　　　　　 ２，３２５万円
障害者福祉の充実
　障害者援護施設等の整備　　　　　　 ３，７８８万円
　通園センターの充実　　　　　　　　 ７，１０６万円
　障害者の治療、訓練体制の整備　　３億７，７０８万円
　障害者の生活用具等の援助　　　　　 ４，８２０万円
　障害者の社会参加の促進　　　　　　 ３，１７０万円
　障害者の社会保障制度の充実　　　　 ４，３８０万円
　障害者の就労の確保　　　　　　　　 ７，０６９万円
児童、母子等福祉の充実
　児童手当等の充実　　　　　　　 １億２，７５０万円
　児童ホームの推進　　　　　　　　　 ５，２９８万円
　児童、母子等の経済援助の充実　　　   ４，９００万円
　　ひとり親家庭等医療費助成事業費など

　住環境の多面的整備　　　　　　　　 ２，７１７万円
　　街なみ環境整備事業費
公園・広場の充実
　都市公園の整備　　　　　　　　　 　２，１６２万円
　公園施設の充実　　　　　　　　　 １億３０６万円
道路網の整備
　幹線道路の整備　　　　　　　　 ３億５，７３５万円
　生活道路の整備　　　　　　　　 ２億９，０４８万円
　道路の安全体制の充実　　　　　　　 ４，６１４万円
　道路管理体制の充実　　　　　　 ３億９，７５７万円
下水道、河川の整備
　公共下水道の整備　　　　　　　１５億８，０００万円
　　公共下水道事業特別会計繰出金
　都市下水路維持管理の充実　　　　　 ４，９２８万円
　河川整備の促進　　　　　　　　 ２億４，８９２万円
　治水対策の推進　　　　　　　　　　 ２，６５９万円
みどりの保全と創造
　緑地の確保　　　　　　　　　　 ３億１，３３５万円
居住環境の充実
　市営住宅の整備　　　　　　　　　　 ８，５０２万円
　水質・土壌の保全　　　　　　　　　   ２，８７１万円
　公害防止体制の整備　　　　　　　　 １，０７０万円
環境衛生の推進
　環境衛生処理体制の充実　　　   １２億９，４０２万円

高座清掃施設組合運営費、塵芥収集事業費、粗大
ごみ収集運搬事業費

　ごみ減量化、再資源化の促進　　   ２億２，０４９万円
資源物分別収集事業費、リサイクルセンター管
理運営事業費など

消防・防災体制の充実
　消防施設等の整備　　　　　　　　　 ４，８５８万円
　救急救助体制の充実　　　　　　 １億５，００６万円
　災害応急対策の推進　　　　　　　　１億９１万円
防犯体制の充実
　防犯機器の整備　　　　　　　　　　 １，７８７万円
交通安全対策の推進
　交通安全施設の整備　　　　　　　　 ３，３００万円
　道路管理対策の推進　　　　　　　　 ２，０７２万円
　交通安全組織の育成　　　　　　　　 ２，４４１万円

都市農業の振興
　農業生産基盤整備の推進　　　　　　 １，２１５万円

　児童、母子等の保育体制の整備　 １０億３，９７６万円

教育環境の整備
　学校施設の整備　　　　　　　　 ７億７，６４１万円
　学校保健・健康診断、相談の充実　　　 ５，４０５万円
　学校給食の充実　　　　　　　　　 １億８０１万円
　幼稚園就園奨励の推進　　　　　　　 ９，９４１万円
　就学援助の充実　　　　　　　　　　 ４，５０５万円
教育活動の充実
　多様な教育の推進　　　　　　　　 １億９９５万円
小・中学校の教育振興運営費や教材整備事業費、
小・中学校パソコン機器整備事業費など

　国際理解教育の推進　　　　　　　　 １，０２２万円
　教育研究の充実　　　　　　　　　　 １，４００万円
生涯学習の推進
　生涯学習活動の充実　　　　　　　　 １，０１０万円
　公民館の整備、充実　　　　　　　　   ４，７２２万円
　図書館の整備、充実　　　　　　　　   ８，７０４万円
市民文化の向上
　文化会館の整備、充実　　　　　　　２億１７８万円
青少年の育成
　文化、スポーツ活動の充実　　　　　   ２，５８４万円
　野外活動施設の整備　　　　　　　　 ２，９５１万円
　青少年活動の場の整備、充実　　　　   ２，１８６万円
スポーツ・レクリエーションの振興
　市民体育館の整備充実　　　　　 １億６，４５２万円
　学校体育施設等の活用　　　　　 １億４，１９３万円
プール、グラウンド、テニスコート等の管理運営
経費など

市街地の形成
　地域拠点の再整備　　　　　　　　 １億７３２万円
相武台前駅周辺再開発事業費、小田急相模原駅
周辺再開発事業費

土を友とし
未来を創り 夢をはぐくむまち

産産業業

人をつなぎ まちをつなぎ
世界をつなぐ対話のまち
市市民民活活動動

計画を
推進するために

みずからをいたわり
互いに励まし ともに生きる
健健康康・・福福祉祉

のびやかに学び
自由に創造し 多彩に表現する
教教育育・・文文化化

水かがやき
緑かおり 風おどる空間
都都市市環環境境

特

計

別
会
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HOT ZAMA　HOT  LINE

（　　  ）

１，５３３万円

 １，９４５万円

億５，０６５万円

億４，６０６万円

 ２，１５５万円
 ８，１０３万円

 ３，０９３万円

 ４，４０７万円

６億４３１万円
務費など
 ４，０８５万円

 ５，３７６万円

億５，７０５万円
基金積立金、
送経費など

■歳入（収入）■
３３２億１，９２３万円一　 般　 会　 計

６８億３，６８２万円国民健康保険事業特別会計

５６億８，６８１万円老 人 保 健 特 別 会 計

５５億１，６４３万円公共下水道事業特別会計

２１億５，６６６万円水 道 事 業 会 計

５３４億１，５９５万円総　　　　合　　　　計

■歳出（支出）■
３２１億４，２１２万円一　 般　 会　 計

６６億１，４３３万円国民健康保険事業特別会計

５６億７，１１０万円老 人 保 健 特 別 会 計

４７億８，７２７万円公共下水道事業特別会計

２５億３，４５４万円水 道 事 業 会 計

５１７億４，９３６万円総　　　　合　　　　計

平成１１年度決算報告
歳入総額は５３４億円

　

市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
市

の
財
政
状
況
を
理
解
し
て
い
た
だ

く
た
め
、
年
三
回
財
政
状
況
の
公

表
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
回
は
、

平
成
十
二
年
十
二
月
定
例
市
議
会

で
認
定
を
受
け
ま
し
た
平
成
十
一

年
度
の
決
算
内
容
に
つ
い
て
、
一

般
会
計
を
中
心
に
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

　

な
お
、
水
道
事
業
会
計
は
昨
年

十
一
月
十
五
日
号
で
お
知
ら
せ
し

た
と
お
り
で
す
。

担
当　
　
　
　
　
　
　
　

財
政
課

�
０
４
６（
２
５
２
）８
４
０
４

�
０
４
６（
２
５
５
）３
５
５
０

　

一
般
会
計
の
歳
入
総
額
は
、
三

百
三
十
二
億
一
千
九
百
二
十
三
万

円
で
、
前
年
度
に
比
べ
一
〇
・
三

パ
ー
セ
ン
ト
の
増
と
な
り
ま
し

た
。
こ
の
歳
入
を
財
源
別
に
見
る

と
、
市
税
や
使
用
料
及
び
手
数
料

な
ど
市
独
自
で
得
る
こ
と
の
で
き

る
自
主
財
源
は
、
二
百
二
十
億
三

千
五
百
十
三
万
円
で
歳
入
総
額
の

六
六
・
三
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
て

い
ま
す
。
自
主
財
源
の
根
幹
を
成

す
市
税
は
、
前
年
度
に
比
べ
二
億

五
千
二
百
七
十
四
万
円
（
前
年
度

対
比
一
・
五
パ
ー
セ
ン
ト
）
の
増

で
、
百
七
十
五
億
八
百
三
十
五
万

円
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
国
や

県
か
ら
入
る
補
助
金
や
地
方
交
付

税
な
ど
の
依
存
財
源
は
百
十
一
億

八
千
四
百
十
万
円
で
、
歳
入
総
額

の
三
三
・
七
パ
ー
セ
ン
ト
と
な
っ

て
い
ま
す
。

福
祉
セ
ン
タ
ー
建
設
に
よ
る
も
の

で
す
。

　

平
成
十
一
年
度
の
財
政
状
態

は
、
歳
入
歳
出
を
差
し
引
き
す
る

と
十
億
七
千
七
百
十
一
万
円
と
な

り
ま
す
が
、
翌
年
度
に
繰
り
越
し

て
行
う
相
武
台
前
駅
に
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
を
設
置
す
る
バ
リ
ア
フ
リ
ー

化
事
業
な
ど
の
繰
越
財
源
を
差
し

引
い
た
実
質
収
支
額
は
九
億
八
百

四
十
九
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
財
政
構
造
の
バ
ロ
メ
ー

タ
ー
と
な
る
経
常
収
支
比
率
（
低

い
数
値
ほ
ど
財
政
構
造
に
弾
力
性

が
あ
る
）
は
、
現
下
の
厳
し
い
不

況
の
中
八
七
・
一
パ
ー
セ
ン
ト
で

前
年
度
に
比
べ
〇
・
三
ポ
イ
ン
ト

下
が
り
ま
し
た
が
、
依
然
と
し
て

高
い
数
値
を
示
し
て
い
ま
す
。
さ

ら
に
市
の
負
債
は
、
一
般
会
計
が

三
百
五
十
一
億
七
百
八
十
万
円
、

公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計
が
二

百
七
十
一
億
六
千
六
百
五
十
八
万

円
、
市
土
地
開
発
公
社
の
借
入
金

が
二
十
二
億
二
十
一
万
円
で
、
負

債
総
額（
水
道
事
業
会
計
を
除
く
）

は
、
六
百
五
十
七
億
六
千
七
百
八

十
九
万
円
と
前
年
度
に
比
べ
二
十

五
億
七
千
九
百
六
十
五
万
円
減
少

し
て
い
ま
す
。

　

長
期
化
す
る
景
気
低
迷
の
中
、

多
様
化
す
る
行
政
需
要
に
こ
た
え

る
た
め
、
長
期
的
展
望
に
立
ち
、

健
全
な
る
財
政
運
営
を
進
め
て
ま

い
り
ま
す
の
で
、
市
民
の
皆
さ
ん

の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

　

歳
出
は
、
事
務
・
事
業
の
見
直

し
、
優
先
順
位
の
選
択
な
ど
「
最

小
の
経
費
で
最
大
の
効
果
」
を
基

本
方
針
に
複
雑
・
多
様
化
す
る
行

政
需
要
に
対
応
し
、
歳
出
総
額
は

歳

入

歳

出

平成１１年度平成１０年度平成９年度平成８年度平成７年度

３，５１０，７８０３，６１３，６０３３，７１４，９６４３，８００，１７５３，７３３，７４９市債（一般会計）

２，７１６，６５８２，６５４，０８８２，５４４，８５８２，３８２，５８５２，１８７，２０３公 共 下 水 道
特 別 会 計

２２０，０２１４３５，９８６５２２，６１１５８２，９３２６３２，０４９土地開発公社

１７，３６３００００開 発 公 社

０００２９，２７８１０３，８４７大 蔵 省

１１１，９６７１３１，０７７１５０，１７２１６５，２３４７５，４６７神奈川県企業庁

６，５７６，７８９６，８３４，７５４６，９３２，６０５６，９６０，２０４６，７３２，３１５　合　　 計　

基　金
有価証券等
土地・山林
建　物

教育債�
１７９億９，０５５万円�
（５１．２％）�

公営住宅・庁舎債�
５５億４，６７９万円�

（１５．８％）�

臨時税収・住民税�
減税補てん債�
５７億８７０万円�
（１６．３％）�

土木債�
３０億６，８５３万円�
　　　（８．７％）�

総務債�
７億２，８８８万円（２．１％）�

その他�
２０億６，４３５万円�
（５．９％）�
�

　市債とは、市が行う建設的な事業で一時に多額�
の資金が必要なときの財源調達方法の一つで、長�
期にわたる借入金をいいます。�

総　額��
３５１億７８０万円�

平成１１年度末一般会計市債残高 負債額の推移 （単位：万円）

●
国
民
健
康
保
険

●
老
人
保
健

●
公
共
下
水
道

一般会計の歳入総額を
市民１人当たりで見ると

２６８，３１２円
１７５億　８３５万円市 税

１４１，４１５円市 民 １ 人 当 た り

８２億７，３９９万円市 民 税

内　 訳 ７３億　４７８万円固 定 資 産 税

１９億２，９５８万円そ の 他

１５７億１，０８８万円そ の 他 の 収 入

１２６，８９７円市 民 １ 人 当 た り

３４億５，５６０万円地 方 交 付 税

内　 訳

２８億８，７２２万円国 庫 支 出 金

１７億８，２７４万円繰 入 金

１３億１，１２０万円市 債

６２億７，４１２万円そ の 他

一

計

般
会

構成比（％）金額（万円）内　　　　訳区分

５２．７
１．５
１．２
０．５
０．０
５．４
３．２
１．８

１，７５０，８３５
５１，４４４
３９，７３５
１７，４９６
６５５

１７８，２７４
１０６，０８７
５８，９８７

市 税
分担金及び負担金
使用料及び手数料
財 産 収 入
寄 附 金
繰 入 金
繰 越 金
諸 収 入

自　
主　
財　
源

６６．３２，２０３，５１３小　　　　計

０．８
０．４
２．８
０．０
０．８

１．７
１０.４
０．１
８．７
３．５
４．０

２５，０５５
１３，６０２
９３，２６２
６８４

２７，８２３

５６，４２９
３４５，５６０
２，７２０
２８８，７２２
１１５，１９４
１３１，１２０

地 方 譲 与 税
利 子 割 交 付 金
地方消費税交付金
特別地方消費税交付金
自動車取得税交付金
国有提供施設等所在市町村
助 成 交 付 金 等
地方特例交付金
地 方 交 付 税
交通安全対策特別交付金
国 庫 支 出 金
県 支 出 金
市 債

依　
存　
財　
源

３３．７１，１１８，４１０小　　　　計

１００．０３，３２１，９２３合　　　　　　　計

自主・依存財源別歳入内訳

１８，２３９　   　　　０．５

性質別歳出内訳

三
百
二
十
一
億
四
千
二

百
十
二
万
円
で
、
前
年

度
に
比
べ
一
〇
・
六

パ
ー
セ
ン
ト
の
増
と
な

り
ま
し
た
。
歳
出
の
う

ち
、
投
資
的
経
費
の
普

通
建
設
事
業
費
は
、
三

十
九
億
三
千
九
百
十
九

万
円
で
前
年
度
に
比
べ

三
五
・
四
パ
ー
セ
ン
ト

の
増
と
な
っ
て
い
ま
す

が
、
こ
れ
は
主
に
総
合

４０億３，９７３万円
２億３，５４０万円
８３２，３１７�
２５２，８１６�

市の主な財産

平成１１年度決算の状況

産産業業

つなぎ
のまち

市市民民活活動動

に

健健康康・・福福祉祉
教教育育・・文文化化

都都市市環環境境

構成比（％）金額（万円）内　　　　　訳区分

２６．８
１０．７
２．１
１３．０
８．５

８６０，９４２
３４４，０３８
６９，５８４
４１７，６５５
２７３，０３０

人 件 費
物 件 費
維 持 補 修 費
扶 助 費
補 助 費 等

消
費
的
経
費

６１．１１，９６５，２４９小　　　　　計

１２．３３９３，９１９普 通 建 設 事 業 費
投
資
的
経
費 １２．３３９３，９１９小　　　　　計

１２．０
５．４
０．９
８．３

３８４，７９１
１７２，７７０
２８，８２４
２６８，６５９

公 債 費
積 立 金
投資及び出資金・貸付金
繰 出 金

そ　

の　

他 ２６．６８５５，０４４小　　　　　計

１００．０３，２１４，２１２合　　　　　　　計

特

計

別
会

消　防　費�

公　債　費�

教　育　費�

消　防　費�

土　木　費�

議　会　費�

諸 支 出 金 �

農 　 　 林 �
水 産 業 費 �

衛　生　費�

民　生　費�

総　務　費�

商　工　費�

５�１０�１５�２０�２５�３０�３５�４０�４５�５０�５５� 6560 70 75 80 85 90億円�

３８億４，７９１万円（１２．０％）�
３７億３，１０２万円（12．８％）�

１５億５，４５７万円（４．８％）�
１６億６，８１６万円（５．７％）�

４４億７，６４４万円（１３．９％）�
４３億６，１１６万円（１５．０％）�

３３億８，０７３万円（１０．５％）�
３５億１，５００万円（１２．１％）�

３億２，８６９万円（１．０％）�
３億４，０４６万円（１．２％）�

１億２，１６６万円（０．４％）�
１億２，８５４万円（０．５％）�
�

　  ５，７９０万円（０．２％）�
１億５，9２４万円（０．6％）�

３６億４，５４０万円（１１．３％）�
３７億１，３９９万円（１２．８％）�

８６億６，９２３万円（２７．０％）�
６４億５，７７２万円（２２．２％）�

５２億５，９７０万円（１６．４％）�
４４億８，６８９万円（１５．４％）�

６億４，４８２万円（２．０％）�
３億４，４０１万円（１．２％）�

労　働　費�１億５，５０７万円（０．５％）�１億５，５２３万円（０．５％）�

平成１１年度　３２１億４，２１２万円�

平成１０年度　２９０億６，１４２万円�

目的別歳出構成比推移

そ　の　他�

県　支　出　金�

繰　越　金�

繰　入　金�

市　　　債�

国庫支出金�

地方消費税�
交　付　金�

地方交付税�

市　　　税�

５�１０�１５�２０�２５�３０�３５�４０�４５�５０� ８０�１３０�１８０�億円�

３１億２，８６９万円（９．３％）�
２４億３，６３５万円（８．１％）�

１０億６，０８７万円（３．２％）�
  ８億４，６８２万円（２．８％）�
�

１７億８，２７４万円（５．４％）�
  ９億３，５６１万円（３．１％）�
�

１３億１，１２０万円（４．０％）�
１１億２，０３０万円（３．７％）�

２８億８，７２２万円（８．７％）�
２３億６，１０８万円（７．８％）�

  ９億３，２６２万円（２．８％）�
１０億　４７５万円（３．３％）�
�

３４億５，５６０万円（１０．４％）�
３０億　  ６３万円（１０．０％）�

１１億５，１９４万円（３．５％）�
１１億６，１１４万円（３．９％）�

１７５億　８３５万円（５２．７％）�
１７２億５，５６１万円（５７．３％）�

平成１１年度   ３３２億１，９２３万円�
平成１０年度   ３０１億２，２２９万円�
�

目的別歳入構成比推移
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バランスシートでみる

　

現
在
の
市
の
会
計
は
、
現
金
が

ど
こ
か
ら
入
っ
て
き
て
、
ど
の
よ

う
に
使
っ
た
か
と
い
う
現
金
の
流

れ
を
把
握
す
る
も
の
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

こ
れ
に
対
し
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト

で
は
、
資
産
の
流
れ
全
体
を
把
握

で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

施
設
や
道
路
な
ど
の
社
会
資
本
は

金
額
に
換
算
す
る
と
ど
れ
く
ら
い

あ
る
の
か
、
借
金
は
ど
れ
く
ら
い

抱
え
て
い
る
の
か
、
正
味
資
産
は

ど
れ
だ
け
持
っ
て
い
る
の
か
な
ど

が
分
か
り
ま
す
。

　

ま
た
、
現
在
の
市
の
会
計
に
は

な
い
減
価
償
却
と
い
う
考
え
方
が

取
り
入
れ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
は
、
あ
る
年
度
に
施
設
な

ど
を
建
設
し
た
場
合
、
そ
の
メ

リ
ッ
ト
は
長
期
に
わ
た
り
後
の
世

代
に
も
受
益
を
与
え
る
の
で
、
そ

の
期
間
中
は
減
価
償
却
の
手
続
き

に
よ
っ
て
、
少
し
ず
つ
コ
ス
ト
化

す
る
と
い
う
計
算
を
す
る
も
の
で

す
。
こ
の
こ
と
に
よ
り
、
施
設
な

ど
の
建
設
年
度
に
決
算
額
が
大
き

く
な
る
と
い
う
よ
う
な
こ
と
が
な

く
、
客
観
的
な
コ
ス
ト
や
物
の
価

値
の
変
動
に
つ
い
て
も
把
握
す
る

こ
と
が
で
き
、
中
長
期
的
な
視
点

で
の
よ
り
正
確
な
コ
ス
ト
の
把
握

が
で
き
ま
す
。

な
っ
て
い
ま
す
。

　

投
資
や
そ
の
他
の
資
産
は
、
一

億
九
千
七
百
万
円
の
増
と
な
っ
て

い
ま
す
。
こ
れ
は
、
財
政
調
整
基

金
が
増
と
な
っ
た
こ
と
な
ど
に
よ

り
ま
す
。

　

負
債
は
、
市
債
が
固
定
負
債
と

バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
で
分
か
る
こ
と

　

市
政
の
簡
素
で
効
率
的
な
運
営
を
図
り
、
よ
り
自
立
し
た
行
政
運
営
に
役
立
て
る
た
め
、
資
産
の
流
れ

を
把
握
す
る
企
業
会
計
的
手
法
に
よ
り
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
を
作
成
し
ま
し
た
。

�������������������������������������������������

　

平
成
十
一
年
度
末
で
市
の
保
有

し
て
い
る
資
産
は
千
百
三
十
四
億

九
千
三
百
万
円
、
負
債
は
四
百
六

十
億
八
千
二
百
万
円
で
、
資
産
の

四
〇
・
六
パ
ー
セ
ン
ト
と
な
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
正
味
資
産
は
六

百
七
十
四
億
一
千
百
万
円
で
、
資

産
の
五
九
・
四
パ
ー
セ
ン
ト
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

市
民
一
人
当
た
り
に
す
る
と
、

資
産
は
九
十
二
万
円
、
負
債
が
三

十
七
万
円
、
正
味
資
産
は
五
十
五

万
円
と
な
り
ま
す
。

　

資
産
の
内
訳
は
、
道
路
や
学
校

な
ど
の
有
形
固
定
資
産
が
千
六
十

三
億
二
千
八
百
万
円
で
資
産
全
体

の
九
三
・
七
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め

て
い
ま
す
。
基
金
な
ど
の
投
資
等

が
三
十
三
億
一
千
四
百
万
円
で

二
・
九
パ
ー
セ
ン
ト
、
現
金
や
預

金
な
ど
の
流
動
資
産
が
三
十
八
億

五
千
百
万
円
で
三
・
四
パ
ー
セ
ン

ト
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

負
債
の
内
訳
は
、
市
債
（
翌
々

年
度
以
降
償
還
額
）
や
職
員
の
退

職
給
与
引
当
金
な
ど
の
固
定
負
債

が
四
百
三
十
六
億
四
千
百
万
円

で
、
負
債
の
九
四
・
七
パ
ー
セ
ン

ト
を
占
め
て
い
ま
す
。
流
動
負
債

（
市
債
の
翌
年
度
償
還
予
定
額
）

は
二
十
四
億
四
千
百
万
円
で
五
・

三
パ
ー
セ
ン
ト
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

正
味
資
産
の
内
訳
は
、
固
定
資

産
を
形
成
す
る
た
め
の
財
源
で
あ

る
国
や
県
か
ら
の
補
助
金
が
百
三

十
四
億
七
千
八
百
万
円
で
正
味
資

産
の
二
〇
・
〇
パ
ー
セ
ン
ト
、
市

の
独
自
財
源
に
当
た
る
一
般
財
源

な
ど
は
五
百
三
十
九
億
三
千
三
百

万
円
で
八
〇
・
〇
パ
ー
セ
ン
ト
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

欄
外
に
は
注
記
と
し
て
債
務
負

担
行
為
に
係
る
補
償
な
ど
が
表
示

さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
債
務

の
不
確
定
な
ど
の
理
由
に
よ
り
バ

ラ
ン
ス
シ
ー
ト
内
の
債
務
負
担
行

為
と
し
て
で
は
な
く
、
欄
外
に
表

示
し
て
い
る
も
の
で
す
。

資
産
は
千
百
三
十
四
億
九
千
三
百
万
円

　

平
成
十
年
度
と
比
較
す
る
と
、

一
年
間
で
資
産
は
十
億
六
千
六
百

万
円
の
増
加
、
負
債
は
十
一
億
百

万
円
の
減
少
、
正
味
資
産
は
二
十

一
億
六
千
七
百
万
円
の
増
加
と
な

り
ま
し
た
。

　

資
産
の
う
ち
有
形
固
定
資
産
が

八
億
六
千
九
百
万
円
増
加
し
て
い

ま
す
。
行
政
目
的
別
に
み
る
と
教

育
費
が
四
億
一
千
九
百
万
円
の
減

少
、
民
生
費
が
総
合
福
祉
セ
ン

タ
ー
の
建
設
に
伴
う
用
地
購
入
な

ど
に
よ
り
十
二
億
八
千
九
百
万
円

の
増
加
、
土
木
費
が
土
地
開
発
公

社
か
ら
の
用
地
買
取
な
ど
に
よ
り

三
億
六
千
百
万
円
の
増
加
な
ど
と

正
味
資
産
は
二
十
一
億
六
千
七
百
万
円
の
増
加

　

バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
の
作
成
に
当

た
っ
て
は
、
国
（
総
務
省
＝
旧
自

治
省
）
が
示
し
た
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

に
基
づ
き
作
成
し
ま
し
た
。
そ
の

条
件
な
ど
は
次
の
よ
う
な
も
の
で

す
。

○
対
象
は
一
般
会
計
と
し
、
国
民

健
康
保
険
事
業
特
別
会
計
な
ど

特
別
会
計
は
含
み
ま
せ
ん
。

○
基
礎
数
値
は
、
昭
和
四
十
四
年

度
以
降
の
決
算
統
計
デ
ー
タ
を

用
い
て
い
ま
す
。

○
資
産
の
評
価
は
、
原
則
と
し
て

取
得
原
価
主
義
（
支
出
の
事
実

 　

作
成
に
当
た
っ
て　
　
　
　
　
　

流
動
負
債
を
合
わ
せ
て
十
億
二
千

八
百
万
円
の
減
少
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

こ
れ
は
、
借
入
額
の
元
金
償
還

が
二
十
三
億
三
千
九
百
万
円
に
対

し
新
規
の
借
入
額
が
十
三
億
十
一

万
円
だ
っ
た
こ
と
に
よ
り
ま
す
。

に
基
づ
く
も
の
）
を
採
用
し
て

い
ま
す
。

○
有
形
固
定
資
産
の
評
価
は
、
普

通
建
設
事
業
費
を
も
っ
て
取
得

価
格
と
し
て
い
ま
す
。

○
減
価
償
却
の
方
法
に
つ
い
て

は
、
土
地
を
除
き
国
が
示
し
た

耐
用
年
数
に
従
い
残
存
価
格
を

ゼ
ロ
と
す
る
定
額
法
に
よ
り

行
っ
て
い
ま
す
。

○
負
債
の
部
の
退
職
給
与
引
当
金

に
、
一
般
会
計
職
員
全
員
（
特

別
職
を
含
む
）
が
年
度
末
に
普

通
退
職
し
た
こ
と
を
想
定
し
た

退
職
手
当
支
給
額
を
引
当
金
に

計
上
し
て
い
ま
す
。

バランスシート前年度との比較
増 減 額平成１１年度平成１０年度

１０６，６１２１１，３４９，３４０１１，２４２，７２８資産合計（万円）（借方）

△２７６９１６，６８９９１６，９６５１人当たり（円）

△１１０，０５９４，６０８，２０３４，７１８，２６２負債合計（万円）（貸方）

△１２，６１９３７２，２０６３８４，８２５１人当たり（円）

２１６，６７１６，７４１，１３７６，５２４，４６６正味資産合計（万円）

１２，３４３５４４，４８３５３２，１４０１人当たり（円）

■平成１１年度座間市のバランスシート（貸借対照表）（平成１２年３月３１日現在）　　　　　（単位：百万円）
貸　　　　　　　　　　　方借　　　　　　　　　　　方

 
４３，６４１
３２，６６７

０
０
０

１０，９７４

２，４４１
２，４４１

０

４６，０８２

１１，１０８

２，３７０

５３，９３３

６７，４１１

１１３，４９３

【負債の部】 
１．固定負債（１年以上にわたるもの）
（１）市債（借入金）

（２）債務負担行為（支払義務があるもの）
①物件の購入等
②債務保証又は損失補償

債務負担行為計

（３）退職給与引当金

２．流動負債（１年以内のもの）
（１）市債の翌年度償還予定額

（２）翌年度繰上充用金

負　債　合　計

【正味資産の部】

１．国庫支出金

２．県支出金

３．一般財源等

正　味　資　産　合　計

負債・正味資産合計
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１

３３１

１５

３１，６３３

１，４１６

４９，７０２

５

３，３１４

７１７

６

２，５７５

１６

２，５９１

 
３，８５１

１，４６４

１，０７７

２，５４１

１，２２８

８２

１，３１０

１１３，４９３

【資産の部】
１．有形固定資産（公共資産）

（うち土地）

（１）総務費（庁舎、コミュニティセンターなど）

（２）民生費（総合福祉センター、保育園など）

（３）衛生費（健康センター、リサイクルセンター

　　など）

（４）労働費（車両）

（５）農林水産業費（農道など）

（６）商工費（商工振興施設など）

（７）土木費（道路、公園、住宅など）

（８）消防費（消防庁舎、消防自動車など）

（９）教育費（学校、図書館など）

（１０）その他

２．投資等

（１）投資及び出資金

（２）貸付金

（３）基金

①特定目的基金（緑地保全基金、教育施設整備

基金など）

②定額運用基金（児童福祉井上基金など）

基金計

３．流動資産 
（１）現金・預金

①財政調整基金

②歳計現金

現金・預金計

（２）未収金

①地方税

②その他

未収金計

資　産　合　計

１，１９０
５，１５７
０

①物件の購入等に係るもの
②債務保証及び損失補償に係るもの（限度額）
③利子補給等に係るもの 

※債務負担行為に係る補償等
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広報ざま【座間市のお知らせ】No.６３２●７ ２００1年（平成１３年）１月１５日

について話し合う
○対　象　テーマに関する悩みをお持
ちの方
○参加費　無料
○申込方法　当日直接同センターへ
◆子どものつどい
　～ビックリ電気パンをつくろう～
○と　き　１月２７日午前１０時～正午
○内　容　牛乳パックと器具を使って
パンを作る
○講　師　青少年指導員の皆さん
○対　象　小学生
○定　員　２０人（先着順）
○費　用　無料（材料代１００円）
○持ち物　牛乳パック１個、エプロン
○申込方法　１月２５日までに直接また
は電話かファクスで同センターへ
◆歌舞伎入門講座
○と　き　①２月９日②１６日③２３日の
毎週金曜日①②午後１時３０分～３時
３０分③午前９時～午後５時
○内　容　①歌舞伎全体の話②私と歌
舞伎とのかかわり③歌舞伎鑑賞（江
戸東京博物館）
○演　目　釣女・大石妻子別
○講　師　歌舞伎狂言作者　竹柴源一
さん
○対　象　市内在住・在勤者
○定　員　３０人（先着順）
○受講料　無料（③の入館料、交通費
などは自己負担）
○申込方法　１月３１日までに直接また
は電話かファクスで同センターへ

○と　き　２月５日～３月１４日（水）
（延べ２８回）▽午前９時４０分～午後
０時４０分▽午後１時２０分～４時２０分
○対　象　危険物施設で危険物の貯蔵
取り扱い作業に従事する方で、次の
いずれかに該当する方①免状の交付
を受けた日から３年以内②前回の講
習を受けた日から３年以内③危険物
の取り扱い作業に従事することに
なった日から１年以内
○受講料　４７００円
○申込方法　担当または東・北分署に
備え付けの受講申請書に必要事項を
記入の上、１月１５日から１月２９日ま
でに受付会場へ。なお、受付日、講
習日、会場は種別により異なります。
詳しくは、担当へ。　
担当　　　　　　　　消防本部予防課

�０４６（２５６）２２１１内線２３３

○テーマ　子どものこころ～次世代を
担う子どものこころと向き合う　
○と　き　①２月１０日②１７日③２４日い
ずれも午後１時３０分～３時３０分
○ところ　①市役所５階第１会議室②
③市民健康センター多目的ホール
○内　容　①新しいかたちの自立の実
践～バウンドリーの擁立を通して②
スクールカウンセラーから見た子ど
もたち③子どもとの関係を見直して
みませんか
○講　師　①臨床心理学博士　丸屋真
也さん②スクールカウンセラー　青
木みのりさん③県社会教育主事　中
山耕造さん
○定　員　５０人（先着順）
○費　用　無料
○保　育　あり（おやつ代３００円）
○主　催　むかし子どもだった大人の
会
○申込方法　２月２日までに電話か
ファクスで担当へ
担当　　　　　　　　　　生涯学習課
　�０４６（２５２）８４７２・FAX０４６（２５２）４３１１

○と　き　①２月３日午後１時３０分～
②２月２４日午前９時３０分～
○ところ　①市民文化会館②鎌倉市内
寺院（３カ所、見学のみは不可）
○集合場所　①市民文化会館２階大会
議室②JR鎌倉駅臨時改札口
○講　師　市文化財調査員（仏像研究
家）　田中東一郎さん　
○対　象　市内在住・在勤者
○定　員　３０人（先着順）
○費　用　保険料１００円（拝観料は自己

負担）
○申込方法　２月２日までに電話で担
当へ　
担当　　　　　　　　　　生涯学習課

�０４６（２５２）８４７６

○と　き　２月２日～３月２日の毎週
金曜日午後１時３０分～３時３０分（全
５回）
○ところ　市文化福祉会館
○内　容　高齢者疑似体験、車イス実
技など、ボランティアについてさま
ざまな角度から学ぶ。
○対　象　市内在住・在勤者
○定　員　３０人
○費　用　無料
○申込方法　電話で担当へ　
担当　市社会福祉協議会ボランティア
センター　　　　　�０４６（２５１）４１１７

○と　き　２月１０日午後１時～４時
（午後０時３０分～受け付け）
○ところ　市文化福祉会館３階ホール
○内　容　精神保健福祉関連全般、な
らびに地域で現在かかわっている
方々の話
○申込方法　電話で担当へ　
担当　市社会福祉協議会ボランティア
センター　　　　　�０４６（２５１）４１１７

平成１２年度第２回
危険物取扱者保安講習会

て④自分の身体を良く知ろう！⑤こ
んな時どうするの？法律Ｑ＆Ａ
○講　師　①中央三井信託銀行職員②
消費生活専門相談員　出口恵子さん
③市消防本部職員④市民健康課職員
⑤弁護士　飯島康博さん
○対　象　市内在住・在勤者
○定　員　３０人（先着順）
○費　用　無料
○保　育　あり（原則２歳以上、おや
つ代２５０円）
○申込方法　１月２６日までに直接また
は電話かファクスで同館へ
◆親子でどきどきケーキづくり教室
　～春のかおりのチョコレートケーキ～
○と　き　１月２８日午前１０時～午後０
時３０分
○内　容　親子のふれあいを通して、
春らしいケーキづくりを学ぶ
○対　象　市内在住の小・中学生親子
○定　員　親子合わせて２０人（先着順）
○参加費　１組１２００円（材料代）
○持ち物　エプロン、三角きん、泡立
て器、ボール１個（２２㎝）
○申込方法　１月２４日までに電話また
はファクスで同館へ

◆手作り絵本講習会
○と　き　２月１日～３月８日の毎週
木曜日午前１０時～正午（全６回）
○内　容　世界でたった一冊の自分の
絵本を作る
○対　象　市内在住・在勤・在学者
○定　員　１５人（先着順）
○費　用　１５００円
○申込方法　直接または電話で同館へ

◆ヒップ・ホップダンスクラブ
　～ストリート・ダンスに挑戦～
○と　き　１月２８日～３月２５日の毎週
日曜日（２月１１日除く）午後２時３０
分～４時
○内　容　ストリートダンスを楽しみ
ながら世代間交流を深める
○講　師　砂子康之さん
○対　象　原則小学５年生～成人
○定　員　３０人（先着順）
○費　用　無料
○申込方法　１月２６日までに直接また
は電話かファクスで同センターへ
◆ひがし子ども映画会
○と　き　１月２０日午後２時～３時
○内　容　「くもの糸」「手ぶくろを買
いに」「リトル・ツインズ　旅立ち」
○対　象　幼児～小学生（幼児は保護
者同伴）
○申込方法　当日直接同センターへ

◆考えよう、子どものこと
　～不登校・怠学を語る会～
○と　き　２月３日、１０日いずれも午
後１時３０分～４時
○内　容　子供の引きこもりや登校拒
否などの悩みや不安を出し合い、地
域での居場所づくり、学習支援など

子どもと向き合える
おとな養成講座

パネルディスカッション
｢地域で支え合おう｣
～精神保健福祉編～

市　立　図　書　館
�０４６（２５５）１２１１　�０４６（２５２）５７０４

市　公　民　館
�０４６（２５５）３１３１　�０４６（２５２）２７７６

ボランティア入門講座

歴史講座｢仏像の魅力｣
～如来の形と菩薩の美～

東地区文化センター
�０４６（２５３）０７８１　�０４６（２５３）０７８９

北地区文化センター
�０４２（７４７）３３６１　�０４２（７４７）８５４２

市内の交通事故件数
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◆バレンタインコンサート
～ジャズのスタンダードからおっ
はー！まで～
○と　き　２月１０日午後２時～
○演　奏　グルービーウェーブ・ジャ
ズ・オーケストラ
○対　象　どなたでも
○定　員　約１５０人
○入場料　１００円（大人のみ）
○共　催　アクティブ・ママ
○申込方法　当日直接同館へ
◆暮らしの実用講座
　～私は大丈夫が危ない！～
○と　き　１月３１日～２月２８日の毎週
水曜日午前１０時～正午（２月１４日の
み午前９時３０分～正午）全５回
○内　容　①相続と遺言について②加
工食品とのつきあい方③災害に備え

善意のともしび�
（敬称略）�

◇総合福祉センター建設基金へ
▽１０万円＝町田市玉川学園・稲野信
◇地域福祉ふれあい基金へ
▽１０万円＝大和市鶴間・株式会社すえ
ひろ▽８９０２円＝相模が丘第一長寿会▽
３万６６７８円＝朝日新聞神奈川販売セン
ター、朝日新聞座間ステーション▽２
万５８６１円＝相模原市相武台・全駐労さ
がみ野支部青年部
◇市社会福祉協議会へ
▽１０万円＝立野台・糸井大作▽毛布＝
立野台・小林▽３３万円＝市チャリティ
ゴルフ実行委員会▽３万円＝緑ヶ丘・
但中正信▽２万円＝マザーズクラブ▽
２万２３７７円＝座間市民生委員児童委員
協議会▽５万円＝県央イベント商業協
同組合▽２万円＝神奈川建設ユニオン
座間地区協議会▽５０００円＝アスナロ▽
石けん、タオル＝小松原ダンスサーク
ル▽石けん、タオル＝フラダンスサー
クル▽１万４０４５円＝円教寺▽３万１３８３
円＝座間市民謡連合会▽１０万円＝相
模ヶ丘越路会▽オムツ＝相模が丘・永
瀬▽毛布１０点＝松村製綿▽５万円＝山
口勝子・山本修子▽車イス＝相模が丘・
須原
◇交通対策基金へ
▽１８万円＝座間市自動車整備業組合代
表清水武夫▽５万１９４８円＝相武台中原
自冶会代表久保義男
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○と　き　１月２７日（土）午後１時
３０分～８時３０分

○ところ　市民文化会館（ハーモ
ニーホール座間）小
ホール

○内　容　市内で活動するロック
バンドの演奏

○入場料　無料
○申込方法　当日直接会場へ
担当　　　　　　　　　青少年課
�０４６（２５３）８４１５・�０４６（２５９）２１６３

○と　き　２月４日（日）午前９時４５分～午後６時
○ところ　市民文化会館（ハーモニーホール座間）

大ホール
○内　容　予選１２０組から２０組の本選出場者を選

び各賞を競う
○審査員　作曲家　三木たかしさんほか
○ゲスト歌手　清水まり子さん
○入場料　無料

　救急診療

消防テレホンサービス�０４６（２５１）０１１９で医療機関
を紹介します。
〈問い合わせ先〉
消防署　�０４６（２５６）２２１１（２４時間）
　　　　�０４６（２５１）５２６３（障害者の方用）
市役所　�０４６（２５５）１１１１（午後１０時まで）
※当番医が変更される場合もありますので、必ず電話
で診療時間も含めて確認してください。

●夜間・深夜診療
◆診療場所
　休日急患センター（市民健康センター１階）
◆内科・小児科　
　問い合わせ先　�０４６（２５２）９０９０
　受付時間　午 前９時～１１時４５分、午後２時～４時４５分
　　　　　　午後７時～９時４５分
◆歯科
　問い合わせ先　�０４６（２５２）８２１７
　受付時間　午前９時～１１時４５分、午後２時～４時３０分

●休日診療

電　話所在地医　院　名診療月日
０４６（２５６）７３５５さがみ野中村整形外科１月２１日外　

科 ０４６（２５１）７１７１栗原シータン泌尿器科外科１月２８日
０４６（２５５）３５４１入谷金子産婦人科１月２１日婦

人
科 ０４６（２５３）３５１１相武台シロタ産婦人科１月２８日

０４２（７５６）９０００
相模原市
相模大野

相模原南
メヂカルセンター

１月２１日耳
鼻
科 １月２８日

◆外科・婦人科・耳鼻科（昼間）　
　診療時間　午 前９時～正午、午後２時～５時

�受付時間＝午後１時１５分～２時１５分（時間厳守）�と
ころ＝市民健康センター�対象＝生後３カ月～４歳未満
（できるだけ１歳までに完了）
※ツベルクリン反応検査の結果、陰性の場合はＢＣＧを
接種し、陽性の場合は再検査します。

�受付時間＝午前９時３０分～１０時３０分�内容＝身体測
定、尿検査、血圧測定、体脂肪測定と相談�持ち物＝健
康手帳�申込方法＝直接会場へ

�とき＝１月２４日（水）�ところ＝座間駅前�受付時間＝
午前１０時～正午、午後１時～３時３０分�主催＝座間市食
品衛生協会

�とき＝１月２６日（金）午前１０時～午後２時�
ところ＝市民健康センター�内容＝おいしい
減塩クッキング�講師＝栄養士�対象＝４０歳
以上�定員＝先着３０人�受講料＝２００円（材料
代）�持ち物＝健康手帳（お持ちでない方には
当日発行します）、エプロン、三角きん、ふきん、
筆記用具�申込方法＝１月２５日（木）までに電話で担当へ

�とき＝１月３１日（水）午後２時～４時�ところ＝市民文
化会館小ホール�内容＝地域の中で生き生きと暮らすに
は～元気な老後を過ごすため、何をしなければならない
か一緒に考えてみませんか�講師＝横浜市大医学部精神
医学講師大西秀樹さん�対象＝市内在住・在勤者�定員
＝３００人�費用＝無料�申込方法＝１月２４日（水）までに
電話�０４６（２５２）７３１７かファクス�０４６（２５２）７０４３で担当へ

�とき＝２月１３日（火）午前１０時～１０時４５分、１０時４５分～
１１時３０分�ところ＝市民健康センター�内容＝健康全般
について、栄養士・保健婦が相談に応じます�持ち物＝
健康手帳（お持ちでない方には当日発行します）�申込
方法＝電話予約

�とき＝２月８日（木）�受付時間＝午前９時３０分～９時
４５分�ところ＝市民健康センター�内容＝むし歯予防に
ついての実習�対象＝１歳～１歳１カ月児�持ち物＝母
子健康手帳、歯ブラシ�申込方法＝電話予約

�受付時間＝午前９時３０分～
１０時３０分�内容＝身体測定と
食事・発育状態・しつけについ
ての相談�持ち物＝母子健康
手帳�申込方法＝直接会場へ

　健康診査 問い合わせ先　市民健康課　�０４６（２５２）７２２５・�０４６（２５２）７２１３　�０４６（２５２）７０４３

対　象と　き内　容
９月１日～
１５日生まれ

１月１７日（水）ツベルクリン
１月１９日（金）ＢＣＧ　　　

９月１６日～
末日生まれ

１月２４日（水）ツベルクリン
１月２６日（金）ＢＣＧ　　　

ところと　き
市民健康センター　１月２２日（月）
北地区文化センター１月２４日（水）
市公民館　　　　　１月３０日（火）

ところと　き
市民健康センター　１月１９日（金）

座間カラオケのど自慢大会

　このコンクールは統計思想の普及を目的に、市と市統計調査
員協議会が共催しています。今回も市内の小・中学生から、夏
休みなどを利用して作成された２５５点の作品が寄せられまし
た。
　入賞されたのは次の方々です。（敬称略）
★市長賞�三浦あずさ（座間小２年）�小野寿子（立野台小５
年）�水島大介（相模中３年）
★市議会議長賞�杉山光（中原小１年）�杉山道・杉山ちしお
（中原小４・６年）�澤田隆稔（相模中３年）
★教育長賞�入村彩音（相武台東小１年）�瀬能晴咲（相模野
小５年）�加藤有亮（栗原中３年）
★入選�佐々木侑介・佐々木洸介（座間小２年）�西川隆行
（相武台東小３年）�石上優（中原小４年）�久保田斉子（座
間小４年）�大矢祐紀（南中３年）�金木絵美（相模中３年）
★佳作�竹前沙羅里（入谷小）�木尾昇汰（座間小）�青木茉
莉（座間小）�石川瑞穂（東原小）�三友ゆうり（相武台東
小）�大矢英里（東原小）�千葉杏里・山口若菜（相模が丘
小）�上床嘉・荒井大樹（入谷小）�奥津翔（旭小）�伊藤
彩・竹内このみ（相模中）�恒松里奈・恒松美有（栗原中）�
澤田太一（西中）�矢野祐貴子（座間中）�神宮隆史（座間
中）�藤村啓（東中）
　また、このコンクールに先立って行われた「第４９回県統計グ
ラフコンクール」において、ひばりが丘小２年の木角飛鳥さん
の作品「こんな生きものかってるよ」が佳作を受賞しました。
担当　　　　　　　企画政策課�０４６（２５２）８３７９・�０４６（２５５）３５５０
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市長賞に輝いた、三浦あずささ
んの作品「あさがおの花がさい
たよ」（左上）、小野寿子さんの作
品「しってる？できてる？災害
準備」（左下）、水島大介さんの作
品「少子化の現状」（上）

こ
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赤�

ち
ゃ
ん�

 野  口 　 愛 美   ちゃん
の ぐち あい み

Ｈ１１．１１．１１生まれ　女
新田宿

 川 端
かわ ばた

   　 駿 吾   ちゃん
しゅん ご

Ｈ１２．５．６生まれ　男
入谷５丁目

 佐々木  優 希   ちゃん
さ さ き  ゆう き

Ｈ１１．１２．２２生まれ　男
入谷３丁目
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広報�

1.15
【座間市のお知らせ】�

◆2001（平成13）年1月15日発行�
◆座間市企画部市民情報課編集�
　〒228-8566　神奈川県座間市緑ヶ丘1-1-1　�
　　046（255）1111（代）�
◆ホームページアドレス　�
　http:／／web.infoweb.ne.jp／city-zama／�

担当　市民文化会館�０４６（２５５）１１００・�０４６（２５２）８７８７
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